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表紙の写真：�森林×ACTチャレンジ２０２５グランプリ京王電鉄株式会社
社員による「京王水源の森」の保全作業と集合写真
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https://www.contactus.maff.go.jp/rinya/form/kouhou/202512.html
ウェブアンケートにご協力をお願いします！

緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰令和7年

過去の受賞者については林野庁ウェブサイトをご覧ください。
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson_ryokka/hyosyo/index.html

　同団体は、地域の住宅街を流れる山寺川の河川環境を守ることを目的として平成11年に結成され、川沿いの環境
整備や河川環境等に関する学習会の開催などを通じて地域の緑化推進に取り組んでいます。
　整備活動は、地域住民にも参加を呼びかけ、枝の剪定等による川沿いの樹木の整備や、花壇への植栽等を定期的に
実施し、年間延べ500人以上が参加する地域活動として定着しています。また、見守り活動も行っており、子ども
が安心して自然に触れ、親しむことができる場を確保しています。
　同団体の活動は、河川周辺の緑化推進活動のみならず地域の交流を促進する役割も果たしています。

　山
やま
寺
でら
川
がわ
をきれいにする会（福岡県北九州市）

会員の皆さん 環境整備活動 学習会

人 と 森 を つ な ぐ 情 報 誌

R I NYA

12
2025

No.225

　緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰とは、緑化推進運動の実施について、顕著な功績のあった個人又は団
体に対し、内閣総理大臣が表彰を行うものです。
　令和７年は13の個人・団体が受賞されました。本誌では毎号、受賞者の方々をご紹介します。

受賞者
紹介
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　日本は国土の３分の２を森林が占める森の国であり、この森林を適切に整備・保全することは、
森林による二酸化炭素吸収量の確保・強化につながり、2050年ネット・ゼロの実現に貢献すると
ともに、生物多様性保全といった森林のもつ公益的機能を発揮させる上でも大変重要な取組です。
　また、企業活動の持続可能性に関する非財務情報開示が広がる中、企業等が支援等をして行う森

も

林
り

づくり活動が全国で広がっています。企業が気候変動対策や生物多様性保全の一環として森林整
備に関わることは、豊かな自然を未来に守り伝える上で重要です。
　このため、林野庁では、さらに多くの企業等に森

も
林
り

づくり活動へご参画いただくべく、企業等に
よる森

も
林
り

づくり活動を顕彰する取組「森林×ACTチャレンジ」を実施しています。

森林×A
ア

C
ク

T
ト

チャレンジ2025
特集

2050年ネット・ゼロの実現や生物多様性保全等に貢献する、企業等による
森
も

林
り

づくり活動を顕彰（森林×ACTチャレンジ2025）
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本
顕
彰
制
度
は
、
2
0
2
2
年
度
よ
り
「
森
林
×
脱
炭
素
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
の
名
称
で
ス
タ
ー
ト
し
、
2
0
2
3
年
度
に
は
企
業
等
に
よ

る
森
林
由
来
の
Ｊ
‒
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
活
用
に
つ
い
て
顕
彰
す
る
Ｊ
‒

ク
レ
ジ
ッ
ト
部
門
を
創
設
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
2
0
2
3

年
に「
自
然
関
連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス（
T
N
F
D
）」の

提
言
が
公
表
さ
れ
、
自
然
資
本
や
生
物
多
様
性
に
関
す
る
情
報
開
示

の
枠
組
み
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
2
0
2
4
年
度
よ
り
、
生

物
多
様
性
保
全
を
新
た
な
評
価
項
目
に
加
え
る
と
と
も
に
、
よ
り
幅

広
い
視
点
で
森
林
へ
の
関
わ
り
を
推
奨
す
る
観
点
か
ら
、
名
称
を

「
森
林
×
A
C
T
チ
ャ
レ
ン
ジ
」に
変
更
し
ま
し
た
。
今
回
で
４
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
受
賞
者
の
取
組
の
概
要
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

京
王
グ
ル
ー
プ
で
は
、「
環
境
に
や
さ
し
く
」と
い

う
同
グ
ル
ー
プ
の
理
念
に
基
づ
き
、
都
市
と
自
然
が

身
近
に
あ
る
京
王
線
沿
線
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
維

持
す
る
と
と
も
に
、
未
来
社
会
に
豊
か
な
環
境
を
引

き
継
ぐ
た
め
、
森
林
に
関
す
る
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

北
海
道
に
所
有
す
る
約
3
0
0
ha
の
社
有
林
で

は
、
地
元
の
森
林
組
合
と
連
携
し
、「
伐
っ
て
、

使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
森
林
の
循
環
利
用
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
東
京
都
水
道
局
の

「
み
ん
な
で
つ
く
る
水
源
の
森
」
に
賛
同
し
、「
東
京

水
道
～
企
業
の
森
」（
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
）の
協
定

を
締
結
し
、
山
梨
県
の
水
道
水
源
の
森
の
一
部
を

「
京
王
水
源
の
森
」と
し
て
、
社
員
に
よ
る
森
林
づ
く

り
活
動
を
通
じ
た
多
摩
川
上
流
域
の
森
林
保
全
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
京
王
線
で
新
宿
駅
か

ら
約
１
時
間
の
「
高
尾
山
口
駅
」
の
駅
舎
や
多
摩
動

物
公
園
駅
前
に
あ
る
全
天
候
型
遊
戯
施
設
「
京
王
あ

そ
び
の
森 

H
U
G
H
U
G
」の
遊
具
等
に
多
摩
地
域

か
ら
産
出
さ
れ
る
多
摩
産
材
を
活
用
す
る
ほ
か
、

2
0
0
8
年
か
ら
は
、「
文
化
」「
教
育
」「
子
育
て
」

に
関
す
る
学
び
を
提
供
す
る
「
京
王
ア
カ
デ
ミ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
一
環
と
し
て
、
日
本
山
岳
会
「
高
尾

の
森
づ
く
り
の
会
」
と
共
同
で
「
高
尾
の
森 

親
子
森

林
体
験
ス
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
重
要
な

社
会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
鉄
道
の
価
値
を
基
盤
に
、
グ

ル
ー
プ
理
念
に
基
づ
い
た
森
林
づ
く
り
活
動
を
通
じ

て
、
地
域
と
企
業
が
連
携
し
た
森
林
資
源
の
循
環
利

用
を
着
実
に
推
進
し
、
教
育
・
観
光
・
地
域
振
興
へ

と
波
及
さ
せ
た
点
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
応
募
及
び
審
査
の
状
況

環
境
に
や
さ
し
く
、
未
来
社
会
に

豊
か
な
環
境
を
引
き
継
ぐ

応募期間：令和７年４月21日～６月30日
応募総数：30件（森

も
林
り

づくり部門：26件、
	 Ｊ-クレジット部門：４件）
審査内容：整備した森林に係るCO2吸収量と
	 取組内容（森

も
林
り

づくり部門）
　　　　　取得した森林由来J-クレジット量と
	 活用内容（Ｊ-クレジット部門）
応募対象：�令和５年度及び令和６年度の間に森林整

備又は森林由来Ｊ-クレジットの活用を
行った法人、団体、個人、地方公共団体

森林×ACTチャレンジ2025　募集内容等

受賞者の取組概要

グランプリ
農林水産大臣賞

京王電鉄株式会社

内外装に多摩産材を活用した高尾山口駅の駅舎

「京王水源の森」での集合写真

社員研修

裏高尾での植樹活動

木材会館で開催された表彰式
（左）山本農林水産大臣政務官
（中）京王電鉄株式会社　取締役常務執行役員　中瀨 正春　氏
（右）京王電鉄株式会社　開発推進部部長　　　中嶋 良平　氏
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優秀賞
林野庁長官賞

大苗育成技術に関する実証試験

「福島の再造林推進を
考えるシンポジウム」

協
同
組
合
ウ
エ
ル
造
林
は
、
東
日
本
大
震
災
の

影
響
を
大
き
く
受
け
た
福
島
県
の
森
林
の
復
興
と

持
続
的
な
森
林
経
営
の
た
め
の
確
実
な
再
造
林
の

実
施
に
取
り
組
む
べ
く
、
2
0
2
1
年
４
月
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
福
島
・
茨
城
・
栃
木
の
３
県

の
製
材
業
者
・
林
業
事
業
体
・
素
材
生
産
業
者
が

連
携
し
、
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
に
よ
る

施
業
の
効
率
化
・
低
コ
ス
ト
化
等
を
進
め
、
森
林

の
若
返
り
や
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
の
確
保
、
伐
採

後
の
確
実
な
再
造
林
に
広
域
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
営
業
や
伐
採
、
造
林
と
い
っ
た
各
部
門
が

連
携
し
て
３
県
に
ま
た
が
る
広
域
的
な
森も

林り

づ
く

り
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
所
有
者
の
理
解
を
得

な
が
ら
確
実
な
再
造
林
を
行
い
つ
つ
、
広
葉
樹
等

の
保
残
な
ど
の
生
物
多
様
性
に
も
配
慮
し
て
い
る

点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

確
実
な
再
造
林
の
実
施
こ
そ
福
島

の
森
林
再
生
へ
の
道

協同組合　ウエル造林

「セガサミーの森」での集合写真

南相木村の森林

セ
ガ
サ
ミ
ー
グ
ル
ー
プ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
事

業
を
展
開
す
る
企
業
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

経
営
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
長
野
県
の
「
森
林
の

里
親
事
業
」
に
賛
同
し
、
長
野
県
の
南
相
木
村
と

「
森
林
の
里
親
契
約
」を
締
結
し
、
同
村
の
民
有
林

約
3
︐6
3
3
ha
を「
セ
ガ
サ
ミ
ー
の
森
」と
名
付

け
、
森
林
整
備
資
金
の
提
供
を
は
じ
め
、
社
員
に

よ
る
森
林
整
備
体
験
等
を
実
施
す
る
ほ
か
、
社
員

と
南
相
木
村
の
積
極
的
な
交
流
や
、
S
N
S
を
通

じ
た
双
方
の
取
組
の
発
信
な
ど
、
南
相
木
村
に
資

金
と
ヒ
ト
を
送
り
込
み
、
継
続
的
な
森
林
整
備
を

行
い
つ
つ
、
地
域
活
性
化
の
好
循
環
を
生
み
出

す
、
企
業
と
森
林
が
共
生
す
る
一
つ
の
模
範
と
な

る
取
組
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

企
業
の
力
で
未
来
の
森
を
育
む
　

環
境
保
全
と
地
域
共
生
を
目
指
す

セ
ガ
サ
ミ
ー
の
森

セガサミーホールディングス株式会社

「延岡西日本マラソン大会」

クレジットを創出した延岡市の森林

宮
崎
県
延
岡
市
は
、
市
域
の
約
85
％
を
森
林
が

占
め
る
自
然
豊
か
な
地
域
で
あ
り
、
森
林
は
古
く

か
ら
地
域
の
暮
ら
し
や
産
業
、
文
化
の
基
盤
と
し

て
、
地
場
産
業
の
発
展
を
支
え
て
き
た
重
要
な
要

素
と
な
っ
て
い
ま
す
。
延
岡
市
で
は
、
九
州
三
大

マ
ラ
ソ
ン
の
一
つ
で
あ
る
「
延
岡
西
日
本
マ
ラ
ソ

ン
」
に
お
い
て
、
森
林
由
来
Ｊ
‒
ク
レ
ジ
ッ
ト
を

活
用
し
、
大
会
運
営
に
伴
う
C
O
2
排
出
の
カ
ー

ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
地

元
企
業
や
森
林
所
有
者
に
対
す
る
Ｊ
‒
ク
レ
ジ
ッ

ト
へ
の
関
心
と
認
知
度
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
特
に「
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
地
産
地
消
」に
注
力
し

て
お
り
、
森
林
由
来
Ｊ
‒
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
カ
ー
ボ

ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
の
手
段
に
と
ど
め
ず
、
地
産
地

消
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
地
域
の
理
解
促
進
等
に

結
び
つ
け
る
こ
と
を
、
自
治
体
が
主
導
し
て
い
る

点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
地
域
を
元
気

に
、
森
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

宮崎県延岡市／延岡西日本マラソン
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見
交
換
を
行
い
、
応
募
の
き
っ
か
け
や
作
品
制
作

時
の
発
想
、
応
募
に
あ
た
っ
て
調
べ
た
こ
と
等
に

つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し

た
縄
さ
ん
か
ら
は
、「
以
前
か
ら
植
樹
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
い
た
。
サ
ザ
エ
さ
ん
の
お
っ
ち
ょ
こ

ち
ょ
い
だ
け
ど
一
生
懸
命
な
性
格
か
ら
セ
リ
フ
を

考
え
た
。」等
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、
同
じ
く

林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
た
竹
林
さ
ん
か
ら
は
、

「
学
校
の
授
業
の
一
環
で
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
す

る
こ
と
に
な
り
、
森
林
の
多
面
的
機
能
な
ど
授
業

で
習
っ
た
こ
と
を
活
か
し
て
制
作
し
た
。」等
の
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
受
賞
作
品
の
紹

介
に
つ
い
て
は
、
情
報
誌
「
林
野
」
11
月
号
に
掲

載
）ま

た
、
当
日
は
表
彰
式
に
続
き
、「
第
４
回
森も

林り

づ
く
り
全
国
推
進
会
議
」（
事
務
局
：（
公
社
）

表
彰
式
の
開
催

11
月
４
日
、
木
材
会
館（
江
東
区
新
木
場
）７
階

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
森
林
×
A
C
T
チ
ャ
レ

ン
ジ
2
0
2
5
」の
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
受
賞
企
業
を
は
じ
め
多
く
の
企
業
や

団
体
の
方
々
な
ど
、
約
1
8
0
名
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
京
王
電

鉄
株
式
会
社
に
は
、
山
本
農
林
水
産
大
臣
政
務
官

か
ら
農
林
水
産
大
臣
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

京
王
電
鉄
株
式
会
社 

取
締
役
常
務
執
行
役
員

の
中
瀨
様
か
ら
は
、「
今
回
の
受
賞
は
、
我
々
だ

け
で
成
し
遂
げ
た
も
の
で
は
な
い
。
と
も
に
汗
を

か
き
、
力
を
尽
く
し
て
く
だ
さ
っ
た
東
京
都
水
道

局
様
、
日
本
山
岳
会
様
、
胆
振
西
部
森
林
組
合
様

は
じ
め
多
く
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
皆
様
に
、
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
の
喜
び
を
分
か

ち
合
い
た
い
。
今
後
、
さ
ら
に
取
組
を
強
化
し
、

地
域
と
と
も
に
歩
む
企
業
と
し
て
、
豊
か
な
自
然

を
未
来
へ
つ
な
ぐ
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
。」と

の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

「
サ
ザ
エ
さ
ん一家
の“
も
り
の
わ
”話 

吹
き
出
し
コ
ン
テ
ス
ト
」の
表
彰
式
お

よ
び
「
第
４
回
森
林
づ
く
り
全
国
推

進
会
議
」を
合
同
開
催

「
サ
ザ
エ
さ
ん
一
家
の“
も
り
の
わ
”話 

吹
き

出
し
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
長
谷

川
町
子
美
術
館
の
協
力
を
得
て
、
林
野
庁
が
「
み

ど
り
の
感
謝
祭
」
の
併
催
行
事
と
し
て
開
催
し
て

い
る
も
の
で
、
今
年
で
３
回
目
の
開
催
で
す
。
表

彰
式
の
前
に
４
名
の
受
賞
者
と
長
谷
川
町
子
美
術

館
館
長
川
口
様
、
お
よ
び
林
野
庁
担
当
者
と
の
意

「森林×ACTチャレンジ2025」受
賞者による森

も
林
り

づくり活動の取組内
容やその背景について、分かりやす
く説明した「受賞者レポート」を林野
庁ウェブサイトで公開しています。

企業による森林づくりの取組を普及
受賞者の取組内容やその背景等
を伝える“受賞者レポート”

表彰式での記念撮影

パネルディスカッション

「森林×ACTチャレンジ」の
詳しい情報はこちら

「サザエさん一家の“もりの
わ”話 吹き出しコンテスト」の
詳しい情報はこちら

「森
も

林
り

づくり全国推進会議」の詳し
い情報はこちら

国
土
緑
化
推
進
機
構
）
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
、「
企
業
と
森も

林り

の
共
創
に
よ
る
w
i
n
-

w
i
n
な
未
来
へ
」
と
題
し
て
、
推
進
会
議
の
会

員
企
業
で
あ
る
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
（
株
）
カ
ル

チ
ャ
ー
変
革
推
進
部 

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
加
藤
様
及
び
西
日
本
旅
客

鉄
道
（
株
）
D
X
本
部 

ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
部

J
C
L
a
a
S
事
業
部 

課
長
後
藤
田
様
、「
森

林
×
A
C
T
チ
ャ
レ
ン
ジ
2
0
2
5
」
グ
ラ
ン
プ

リ
受
賞
者
の
京
王
電
鉄（
株
）開
発
推
進
部 

技
術

担
当
課
長
佐
藤
様
、（
公
社
）
京
都
モ
デ
ル
フ
ォ

レ
ス
ト
協
会 

常
務
理
事
兼
事
務
局
長
仲
間
様

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
モ
デ
レ
ー

タ
ー
：（
一
社
）日
本
農
福
連
携
協
会　
皆
川
芳
嗣

会
長
理
事
）
が
行
わ
れ
、
企
業
に
よ
る
森も

林り

づ
く

り
活
動
の
位
置
づ
け
、
活
動
の
メ
リ
ッ
ト
等
に
つ

い
て
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
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　1950年に始まった「緑の羽根募金」は、国民の皆様の善意によって支えられ、長年にわたり森林
整備や緑化活動の礎となってきました。その精神を受け継ぎ、1995年に「緑の募金による森林整
備等の推進に関する法律」（通称：緑の募金法）が制定され、今年で30周年を迎えました。国土緑
化推進機構と各都道府県緑化推進委員会が主体となり、国民の皆様の理解と協力のもと、「寄附」という形を通して、国
内外で行われる植樹や間伐等の森林整備、緑化を行うボランティア活動、森林を活用した子どもたちへの森林環境教育
等を支援し、森林や緑を守り育てる活動が幅広く展開されてきました。

緑の募金法制定30周年
緑の募金法制定30周年を迎えて

　この節目の年を記念し、これまでの30年間の歩みを振り返るとともに、募金事業や緑化運動の成果を広く紹介する「緑
の募金法制定30周年記念誌」が発刊されました。
　記念誌では、緑の募金法制定の経緯やその趣旨、各地での取組事例、成果の紹介、そして未来への展望がまとめら
れています。スマートフォン対応版や電子書籍版も公開されており、より多くの方々にご覧いただけるよう工夫されてい
ます。

「無限」を意味する記号「∞」
infinity（インフィニティ）を

「30」と絡め、緑化活動は
長い年月が必要になること
や緑化活動の無限の可能性
をイメージしデザイン

30周年記念誌表紙

　（公社）広島県みどり推進機構では、「緑の募金」を活用
し、平成10年より「みどりづくり活動支援事業」を実施して
います。これまでに行った支援活動は、県内全域で1,000
件を超え、里山の保全、学校や公園の緑化、竹林の整備、
苗木の植樹、自然観察会や環境学習など多岐にわたります。

記念誌で紹介された取組事例

地域の取組
https://www.green.or.jp/bokin/first/know/approach

記念誌は下記ウェブサイトからご覧いただけます。
https://www.green.or.jp/bokin/30th-anniversary

緑の募金法制定30周年記念誌

ふるさと森づくり支援サイト
https://www.green.or.jp/bokin/furusato-green/

平成７(1995)年
緑の募金ポスター

令和７(2025)年
緑の募金ポスター

　また、30周年記念誌の発刊に合わせて、国土緑化推進機構の「緑の募金サイト」から各都道府県緑化推進委員会の募
金のページに容易にアクセスできるポータルサイト「ふるさとの森づくり支援サイト」が新たに開設されました。地域に根
ざした緑化活動への幅広い支援につながる情報を集約していくこととしています。

ふるさとの森づくり支援サイトの開設

　30年の節目を迎えた今、私たちは次の世代に豊かな緑を引き継ぐ
責任があります。この募金は、国内だけでなく、海外の森林再生、
人材育成にも活用されています。また、森林の保全にとどまらず、
災害復旧支援や環境教育など、持続可能な社会づくりにも貢献してい
ます。皆様の温かいご支援を、これからもよろしくお願いいたします。

これからの緑の募金

子どもたちの参加による林内整備
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森
林
・
林
業
の
魅
力
を
発
信

来
た
れ
未
来
の
フ
ォ
レ
ス
ト
ワ
ー
カ
ー
！

　

日
本
の
国
土
を
守
る
仕
事
「
林

業
」。
森
林
・
林
業
の
魅
力
を
発
信

し
、
担
い
手
を
確
保
・
育
成
す
る
取

組
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

森
林
の
仕
事
パ
ー
ク
で
森
林
・

林
業
に
触
れ
る

全
国
森
林
組
合
連
合
会
で
は
、
自
然
や
ア
ウ

ト
ド
ア
が
好
き
な
方
等
、
幅
広
い
方
々
に
森

林
・
林
業
へ
の
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
「
森も

林り

の
仕
事
パ
ー
ク
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
会
場
内
で

は
、
現
役
の
林
業
従
事
者

に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の

ほ
か
、
木
工
製
品
コ
ー
ナ
ー

や
、
V
R
を
使
っ
た
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
体
験
な
ど
、
来
場
者
が
楽

し
み
な
が
ら
森
林
・
林
業
を
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
多
彩
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

こ
の「
森
林
の
仕
事
パ
ー
ク
」は

今
後
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
へ
の

出
展
を
通
じ
て
森
林
・
林
業
の

魅
力
を
広
く
発
信
し
て
い
き
ま

す
の
で
多
く
の
方
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

森
林
・
林
業
の
仕
事
を
知
る
・

就
く

全
国
森
林
組
合
連
合
会
で
は
、
森
林
の
仕
事
に

興
味
の
あ
る
方
か
ら
、
林
業
へ
の
就
業
を
考
え

て
い
る
方
ま
で
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式
の
就
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
、
令
和
８
年
２

月
23
日
（
月
・
祝
）
に
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、

Z
o
o
m
を
使
用
し
、
林
業
へ
の
就
業
に
関
す
る

説
明
の
ほ
か
、
各
都
道
府
県
の
担
当
者
と
直
接
話

せ
る
個
別
ル
ー
ム
も
設
け
ら
れ
て
お
り
、
地
域
ご

と
の
特
徴
や
就
業
支
援
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、

詳
し
く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
林
業
に
関
心
を

持
っ
た
方
、
も
っ
と
詳
し
く
話
を
聞
い
て
み
た
い

方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

➡参加申込ページ

「森林の仕事パーク」出展予定
●令和８年２月２８日(土）、3月1日(日）
「ファーマーズ＆キッズフェスタ」
＠代々木公園イベント広場

親子で木材
製品と触れ

合う

チェーンソ
ー作業体験

VR

現役の林業従事者
による魅力発信

林業就業相
談コーナー
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森
林
・
林
業
の
知
識
・
技
術
を

学
ぶ

森
林
や
林
業
の
仕
事
を
よ
り
深
く
学
び
た
い
方

に
は
、
各
地
で
開
校
さ
れ
て
い
る
林
業
大
学
校
や

林
業
関
係
の
高
等
学
校
へ
の
進
学
が
お
す
す
め
で

す
。
こ
れ
ら
の
学
校
で
は
、
森
林
や
林
業
に
関
す

る
基
礎
知
識
の
ほ
か
、
林
業
機
械
な
ど
の
専
用
機

材
を
使
っ
た
実
習
を
通
じ
て
、
現
場
で
役
立
つ
技

術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

森
林
経
営
や
資
源
管
理
な
ど
、
経
営
的
な
視
点
か

ら
林
業
を
学
べ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
け
て
い
る

学
校
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
林
業
大
学
校
の
就

学
期
間
中
に
安
心
し
て
研
修
に
専
念
で
き
る
よ

う
、「
緑
の
青
年
就
業
準
備
給
付
金
事
業
」（
最
大

1
5
5
万
円
／
年
）
と
い
う
支
援
制
度
も
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
緑
の
雇
用
」
で
森
林
・
林
業
の

技
術
・
技
能
を
磨
く

林
業
の
現
場
で
必
要
な
技
術
や
技
能
を
身
に
つ

け
な
が
ら
働
け
る
「
緑
の
雇
用
」
事
業
が
あ
り
ま

す
。
林
業
従
事
者
と
し
て
必
要
な
安
全
で
効
率

的
な
作
業
技
術
を
３
年
間
か
け
て
習
得
で
き
る
ほ

か
、
研
修
を
通
じ
て
林
業
に
必
要
な
資
格
を
取
得

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
集
合
研
修
で
は
、
他
の
地
域
で
働
く
仲

間
と
の
情
報
交
換
や
意
見
交
流
の
機
会
も
あ
り
、

林
業
従
事
者
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
就
業
年
数
に
応
じ

た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
で
段
階
的
に
ス
キ
ル
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

林業への適性判断
人となりを知る

年間140日のOJT研修
年間約1ヶ月程度の集合研修

現場班のリーダー（班長）
作業指示、安全管理

複数の現場を統括
全体進捗・安全管理・指導

フォレストワーカーのOJT研修の指導員としても活躍

➡詳細は緑の雇用RINGYOU.NETウェブサイトにて

●林業大学校については「○○県（道府） 林業大学校」でウェブ検索

緑の青年就業準備給付金事業とは
・最大２年間受給可能
・就業予定時45歳未満
※卒業後、一定期間林業分野へ
　就業等の要件があります。

緑の雇用RINGYOU.NET
公式SNSアカウントフォローで
森林・林業情報ゲット！

X Instagram

「かっこいい」
林業をSNS等で

発信
➡詳細は林野庁ウェブサイトにて

最大
155万円/年
給付可能！
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第
64
回
農
林
水
産
祭
に
お
け
る

天
皇
杯
等
三
賞
受
賞
者（
林
産
部
門
）の
紹
介

　
農
林
水
産
祭
は
、
国
民
の
皆

さ
ん
に
農
林
水
産
業
と
食
に
対

す
る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
農
林
水
産
省
と
公
益

財
団
法
人
日
本
農
林
漁
業
振
興

会
が
共
催
し
て
、
昭
和
37
年
か

ら
実
施
し
て
お
り
、
今
年
で
64

回
目
と
な
り
ま
す
。

　
農
林
水
産
祭
で
は
、
過
去
１

年
間
の
農
林
水
産
祭
参
加
表
彰

行
事
に
お
い
て
農
林
水
産
大
臣

賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
々
の
中
か

ら
、
７
つ
の
部
門
ご
と
に
天
皇

杯
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
及
び
日

本
農
林
漁
業
振
興
会
会
長
賞
を

選
賞
し
、
表
彰
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
今
回
、
林
産
部
門
で
は
47
の

取
組
に
つ
い
て
審
査
が
行
わ

れ
、
天
皇
杯
に
大
白
川
生
産
森

林
組
合（
新
潟
県
魚
沼
市
）、
内

閣
総
理
大
臣
賞
に
吉
田
正
平
氏

（
岩
手
県
気
仙
郡
住
田
町
）、
日

本
農
林
漁
業
振
興
会
会
長
賞
に

常
陸
太
田
市
森
林
組
合
（
茨
城

県
常
陸
太
田
市
）
が
選
賞
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

天
皇
杯

大お
お
白し
ら
川か
わ
生
産
森
林
組
合（
新
潟
県
魚う
お
沼ぬ
ま
市し

）

～�

川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
関
係
者
が
連
携

し
た
豪
雪
地
の
ブ
ナ
林
経
営
～

　
同
生
産
森
林
組
合
は
、
か
つ
て
薪し
ん

炭た
ん

林り
ん

だ
っ
た
ブ

ナ
の
共
有
林
を
昭
和
47
年
に
受
け
継
い
で
以
降
、
地

元
の
森
林
組
合
や
建
設
会
社
の
協
力
も
得
な
が
ら
間

伐
・
小
面
積
皆
伐
を
計
画
的
に
進
め
、
50
年
以
上
に

わ
た
り
地
域
の
ブ
ナ
林
の
持
続
的
管
理
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
生
産
し
た
ブ
ナ
材
を
活
用
し
、
豪
雪
地

特
有
の
根
曲
が
り
部
を
使
っ
た
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ヘ
ッ

ド
や
、
腐ふ

朽き
ゅ
う

菌き
ん

に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
を
個
性
と
し
て
取

り
入
れ
た
木
製
家
具
な
ど
、
木
材
と
し
て
の
課
題
を

克
服
し
た
新
た
な
製
品
を
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
木
工
所
等

と
協
力
し
な
が
ら
数
多
く
生
み
出
し
、
ブ
ナ
材
の
販

売
額
向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
川
上
か
ら
川
下
ま
で
が
連
携
し
た
、
ブ

ナ
林
の
持
続
的
管
理
と
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
ブ
ナ
材

の
高
付
加
価
値
化
の
取
組
が
広
く
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

腐朽菌によるダメージを個性として取り入れた家具
（「生態デザイン」のテーブル）

根曲がりを活用したパークゴルフヘッド
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内
閣
総
理
大
臣
賞

日
本
農
林
漁
業
振
興
会
会
長
賞

　「実りのフェスティバル」は、農林水産祭の一環として、都道府県の農林水産物の展示や販売を
中心として行う行事で、昭和37年から実施され、今年で64回目となります。令和７年度は10月
31日（金）、11月１日（土）の２日間、サンシャインシティ（東京都豊島区）で開催されました。
　「実りのフェスティバル」には都道府県・農林水産関係団体の展示等のほか、農林水産省が出展
する政府特別展示コーナーもあり、林野庁からも出展しました。
　林野庁のブースでは、国産材が原料の紙製飲料容器「カートカン®」の配布や国産材が使われた
木製品の展示等を通じて、身近なものを木に変える「ウッド・チェンジ」の普及啓発を行いました。
　来場者は、展示してある木材製品を手に取り、その良さを実感していました。また、「国産の
木を使うことが、良いことと分かっ
た」、「展示してあるような木の食器や
おもちゃなど買ったり、使ったりして
みたい」、「最近、木造の大きな建物を
見る機会が増えるなど、木の利用が進
んできていると感じる」などといった
感想をいただき、イベントは盛況のう
ちに終了しました。

実りのフェスティバル

吉よ
し

田だ 
正し
ょ
う

平へ
い 

氏（
岩
手
県
気け

仙せ
ん

郡ぐ
ん

住す
み

田た

町ち
ょ
う

）

～�
創
意
工
夫
に
よ
る
高
品
質
な
苗
木
の
安

定
供
給
で
地
域
を
支
え
る
～

常ひ

陸た
ち

太お
お

田た

市
森
林
組
合

（
茨
城
県
常
陸
太
田
市
）

～�

長
期
経
営
受
託
に
よ
る
安
定
経
営
と
地

域
の
森
林
へ
の
貢
献
～

　
吉
田
氏
は
、
平
成
９
年
に
吉
田
樹
苗
の
経
営
を
引

き
継
い
で
以
降
、
県
内
外
の
苗
木
生
産
者
を
訪
問
し

な
が
ら
技
術
力
の
向
上
に
努
め
、
県
内
生
産
者
と
し

て
初
め
て
ス
ギ
の
挿
し
穂
に
よ
る
苗
木
生
産
に
成
功

し
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ナ
苗
の
生
産
に
も
県
内
で
初
め

て
着
手
し
、
生
産
技
術
を
確
立
さ
せ
る
な
ど
県
内
コ

ン
テ
ナ
苗
の
第
一
人
者
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
コ

ン
テ
ナ
苗
の
生
産
は
年
間
約
50
万
本
に
上
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
県
内
外
か
ら
の
視
察
を
積
極
的
に
受
け
入

れ
る
な
ど
、
苗
木
生
産
の
技
術
・
知
識
の
普
及
を
進

め
る
と
と
も
に
、
エ
ア
コ
ン
、
水
洗
ト
イ
レ
、
冷
蔵

庫
を
備
え
た
作
業
員
休
憩
所
の
設
置
や
作
業
員
の
希

望
に
応
じ
た
勤
務
時
間
を
設
定
す
る
な
ど
、
働
き
や

す
い
環
境
の
整
備
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
同
組
合
は
、
施
業
の
集
約
化
を
図
る
た
め
、
森
林

所
有
者
と
10
年
間
以
上
の
長
期
間
に
及
ぶ
森
林
整
備

受
託
契
約
を
締
結
し
、
計
画
的
、
集
約
的
な
森
林
施

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
市
有
林
で
は
森
林
情
報
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
台
帳
整
備
に
協
力
す
る
と
と
も

に
、
15
年
間
の
市
有
林
施
業
計
画
を
提
案
し
、
ま
ず

５
年
間
の
施
業
受
託
を
契
約
す
る
こ
と
で
、
事
業
量

を
確
保
し
組
合
の
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
計
画
的
な
施
業
の
集
約
化
を
進
め
て
コ

ス
ト
を
削
減
し
、
森
林
所
有
者
の
山
林
所
得
向
上
を

実
現
し
て
い
ま
す
。

カートカン®

間伐材を含む国産材を30％
以上使用
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―
高
品
質
な
木
炭
生
産
を
続
け
る
岩
手
の
木
炭
業
―

「
岩
手
木
炭
」に
つ
い
て

木
炭
は
主
に
製
法
の
違
い
に
よ
っ
て
黒
炭
と
白

炭
に
二
分
さ
れ
ま
す
。
蒲
焼
な
ど
で
有
名
な
備
長

炭
は
白
炭
で
す
が
、
火
付
け
の
容
易
さ
と
強
い
火

力
が
特
徴
の
黒
炭
は
、
家
庭
で
の
暖
房
や
調
理
、

B
B
Q
や
炭
火
焼
、
鍛
冶
や
茶
道
な
ど
に
幅
広
く

用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
豊
富
な
森
林
資
源
を
持

つ
岩
手
県
は
こ
の
黒
炭
の
日
本
一
の
産
地
で
す
。

岩
手
県
で
は
、
統
一
さ
れ
た
規
格
の
炭
窯
で
ナ

ラ
や
ク
ヌ
ギ
を
用
い
て
炭
焼
き
さ
れ
、
炭
化
率
の

低
い
部
分
を
取
り
除
き
、
不
純
物
の
程
度
の
指

標
で
あ
る「
精
煉
度
」の
検
査
値
が
8
度
以
内
の
黒

「
岩
手
木
炭
」の
伝
統
的
な
生
産
技
術

岩
手
大
学
　
技
術
専
門
職
員
／
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

岡
田
菜
月

炭
だ
け
を「
岩
手
木
炭
」や「
岩
手
切き
り

炭ず
み

」と
し
て
販

売
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
火
が
付
き
や
す
く
、

不
純
物
が
少
な
い
た
め
煙
や
異
臭
も
少
な
い
と
い

う
、
消
費
者
の
使
い
や
す
さ
が
保
証
さ
れ
た
高
品

質
の
木
炭
で
す
。
長
年
に
わ
た
っ
て
高
品
質
な
木

炭
を
生
産
し
続
け
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
土

地
の
名
前
を
冠
し
た
特
産
物
名
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
農
林
水
産
省
の
地
理
的
表
示（
G
I
）保

護
制
度
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
信

用
の
お
け
る「
岩
手
木
炭
」が
確
立
さ
れ
る
ま
で
に

は
、
長
年
の
努
力
が
あ
り
ま
し
た
。

農
山
村
民
の
生
活
を
支
え
た
木

炭
生
産
と
そ
の
技
術

製
鉄
な
ど
の
鉱
業
に
お
け
る
需
要
も
大
き
か
っ

た
岩
手
で
は
、
明
治
以
前
に
も
木
炭
が
多
く
生
産

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
23（
1
8
9
0
）年
に
東

北
本
線
が
盛
岡
駅
ま
で
開
通
し
て
木
炭
を
東
京
市

場
に
出
荷
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
、
凶
作

時
の
農
村
救
済
事
業
と
し
て
生
産
が
奨
励
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
岩
手
県
の
木
炭
生
産
量
は
増
加
し

て
い
き
ま
し
た
。
製
炭
業
は
岩
手
県
で
、
耕
作
可

能
な
土
地
が
少
な
い
山
村
の
人
々
に
と
っ
て
不
可

欠
な
重
要
産
業
と
な
っ
た
の
で
す
。

こ
の
木
炭
生
産
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
の
は
、
築ち

く
窯よ
う

や
製
炭
技
術
の
改
良
・
普
及
で

し
た
。
森
林
地
域
で
小
規
模
分
散
的
に
行
わ
れ
る

木炭断面

日本森林学会による日本の林業遺産を知ろう！

岩手切炭　写真提供：岩手県木炭協会
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木
炭
生
産
は
、
コ
ツ
と
勘
に
よ
る
自
己
流
の
炭
焼

き
と
な
り
が
ち
で
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
品
質
の
ば

ら
つ
き
や
収し

ゅ
う

炭た
ん

率り
つ

（
原
木
を
木
炭
に
置
き
換
え
る

比
率
）
の
低
さ
を
克
服
す
る
た
め
に
、
優
れ
た
製

炭
法
を
県
内
で
統
一
的
に
実
施
し
て
ゆ
く
努
力
が

続
け
ら
れ
ま
し
た
。
古
く
は
広
島
県
か
ら
名
人
の

楢
崎
圭
三
を
招
き
、
明
治
39（
1
9
0
6
）年
か
ら

志
和
村（
現
在
の
紫
波
町
）山
王
海
地
区
に
製
炭
伝

習
所
を
開
設
し
て
、
築
窯
技
術
や
包
装
調
整
等
の

教
育
を
行
っ
た
取
組
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後

も
炭
窯
の
改
良
や
技
術
指
導
が
続
け
ら
れ
、
戦
後

の
昭
和
27（
1
9
5
2
）年
に
岩
手
県
木
炭
協
会
が

設
立
さ
れ
た
の
ち
、
築
窯
技
術
の
い
わ
ば
集
大
成

と
し
て
昭
和
31（
1
9
5
6
）年
に「
岩
手
窯
」が
完

成
し
ま
し
た
。
県
内
の
製
炭
法
は
こ
の「
岩
手
窯
」

お
よ
び
そ
の
改
良
型
の「
岩
手
大
量
窯
」に
統
一
さ

れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
優
れ
た
同
一
規
格
の
炭
窯
を
用
い
て

も
、
実
際
の
炭
焼
き
の
条
件
は
毎
回
異
な
り
、
良

い
炭
焼
き
に
は
優
れ
た
技
術
が
不
可
欠
で
す
。
模

範
製
炭
場
で
の
講
習
や
普
及
員
に
よ
る
普
及
活
動

が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
岩
手
県
の
木
炭
生
産
者
の
高

い
技
術
を
下
支
え
し
、
そ
れ
が
統
一
規
格
の
炭
窯

と
と
も
に
現
在
の
高
品
質
で
収
炭
率
の
高
い
岩
手

木
炭
の
生
産
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
炭
窯
作
り（
築

窯
、
窯
打
ち
）
や
製
炭
技
術
の
普
及
活
動
は
現
在

も
連
綿
と
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
品
質
な
木
炭
生
産
と
品
質
検
査

技
術
の
改
良
・
普
及
と
と
も
に
、
県
を
挙
げ
て

若手生産者の一人、七戸宏大さん

の
品
質
検
査
も

特
筆
す
べ
き
取

組
で
す
。
高
品

質
の
木
炭
の
み
を

出
荷
し
て
消
費

者
の
信
用
を
得

る
と
と
も
に
、
都

市
部
の
問
屋
に

安
く
買
い
叩
か
れ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
大
正
10（
1
9
2
1
）年

に
は
全
国
に
先
駆
け
て
県
営
木
炭
検
査
が
開
始
さ

れ
、
岩
手
木
炭
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
貢
献
す
る
と

と
も
に
、
木
炭
の
公
営
検
査
制
度
が
全
国
に
波
及

す
る
先
駆
け
と
な
り
ま
し
た
。
公
営
検
査
は
昭
和

49（
1
9
7
4
）年
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
が
、
岩
手

県
木
炭
協
会
に
よ
っ
て「
精
煉
度
」の
検
査
が
行
わ

れ
る
ほ
か
、
平
成
2

（
1
9
9
0
）
年
以
降

現
在
ま
で
岩
手
県
木

炭
協
会
に
よ
る
岩
手

県
木
炭
品
評
会
が
実

施
さ
れ
て
お
り
、
木

炭
生
産
の
技
術
向
上

を
奨
励
す
る
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

林
業
遺
産「
岩
手
木
炭
」の
今
後

こ
の
よ
う
に
、
岩
手
県
の
高
品
質
な
木
炭
生
産

は
、
製
炭
技
術
や
木
炭
品
質
の
向
上
を
目
指
す

生
産
者
・
業
界
団
体
・
行
政
に
よ
る
歴
史
的
か
つ

継
続
的
な
努
力
に
よ
っ
て
築
き
上
げ
ら
れ
た
も
の

で
、
そ
の
総
体
が
後
世
に
引
き
継
が
れ
る
べ
き
価

値
が
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
、
2
0
2
4
年
度
に

林
業
遺
産
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

岩
手
県
の
木
炭
生
産
量
は
大
正
元
年
か
ら
令

和
４
年
ま
で
日
本
一
で
し
た
が
、
生
産
者
数
や
生

産
量
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
令
和
５
年
の
生
産
量

第
１
位
の
座
は
白
炭
生
産
の
盛
ん
な
高
知
県
に

譲
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
岩
手
木
炭

は
G
I
登
録
に
加
え
、
近
年
で
は
海
外
か
ら
も
そ

の
品
質
の
高
さ
か
ら
引
き
合
い
が
強
く
、
輸
出
に

も
取
り
組
ん
で
お
り
、
国
内
外
か
ら
高
い
評
価
を

得
て
い
ま
す
。
ま
た
木
炭
の
魅
力
を
再
認
識
し
、

首
都
圏
か
ら
の
U
タ
ー
ン
後
に
両
親
と
と
も
に
木

炭
生
産
に
励
む
若
手
生
産
者
も
お
ら
れ
ま
す
。
林

業
遺
産
へ
の
選
定
が
、
炭
焼
き
の
技
術
に
関
心
を

持
っ
て
次
世
代
に
引
き
継
い
で
く
れ
る
後
継
者
が

登
場
す
る
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

岩手木炭の鉄路による出荷　岩手県木炭協会所蔵

窯打ち（築窯）の光景　写真提供：岩手県木炭協会

岩手県木炭品評会作品展

品評会での審査　写真提供：岩手県木炭協会

岩手大量窯　写真提供：岩手県木炭協会

一般社団法人 岩手県木炭協会：https://www.mokutan.jp/
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地
域
に
根
差
し
た
森
づ
く
り
と

地
域
づ
く
り
に
向
け
て

萩
市 

農
林
水
産
部  

林
政
課

林
業
振
興
係
長　
井
上
貴
文

で
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
目
指
し
責
任
を

持
っ
て
取
り
組
む
た
め
の
自
身
の
意
識
づ
け
と
し

て
森
林
総
合
監
理
士
の
資
格
を
取
得
し
、
現
在
も

そ
の
想
い
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

森
林
総
合
監
理
士
と
し
て
は
森
づ
く
り
が
本
分

で
す
が
、
市
町
村
職
員
と
し
て
は
森
づ
く
り
も
含

め
た
地
域
づ
く
り
と
い
う
視
点
を
持
つ
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
市
町
村

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
と
し
て
の
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。活

動
地
域
の
紹
介

私
の
活
動
地
域
で
あ
る
萩
市
は
、
山
口
県
の
北

部
に
位
置
し
、「
明
治
維
新
胎
動
の
地
」と
し
て
多

く
の
志
士
を
輩
出
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
、
歴

史
・
文
化
を
保
存
活
用
し
た
観
光
の
ま
ち
で
す
。

農
業
や
水
産
業
も
盛
ん
で
、
歴
史
的
な
ま
ち
な
み

に
加
え
、
風
光
明
媚
な
景
観
や
美
味
し
い
食
も
あ

る
資
源
豊
か
な
地
域
で
す
。
皆
様
ぜ
ひ
お
い
で
ま

せ
！一

方
で
、
市
域
の
8
割
を
超
え
る
森
林
は
影
が

薄
い
存
在
で
す
。
か
つ
て
は
生
活
と
密
接
に
結
び

つ
い
た
里
山
林
が
多
く
、
木
材
産
業
も
盛
ん
で
、

は
じ
め
に

　

　
私
は
萩
市
に
採
用
さ
れ
10
年
、
継
続
し
て
林
務

担
当
を
務
め
て
い
ま
す
。
萩
市
に
採
用
さ
れ
る
前

は
、
林
野
庁
に
8
年
勤
務
し
て
お
り
、
立
場
を
変

え
な
が
ら
林
業
行
政
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

地
域
に
根
差
し
て
森
林
に
関
わ
っ
て
い
く
中

シリーズ

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
活
動
書
記

拡
大
造
林
期
に
は
人
工
林
造
成
も
進
め
ま
し
た

が
、
生
活
様
式
の
変
化
や
木
材
価
格
の
下
落
に
よ

り
森
林
の
活
用
機
会
は
縮
小
し
、
産
業
面
で
も
林

業
・
木
材
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
は
小
さ
い
状
況
で
す
。

川
上
か
ら
川
下
の
地
域
全
体

の
取
組

前
述
の
よ
う
な
林
業
が
盛
ん
で
は
な
い
地
域
で

は
、
森
林
だ
け
に
焦
点
を
絞
っ
た
事
業
は
進
み
に

く
く
、
木
材
や
森
林
資
源
の
利
用
等
を
通
じ
て
多

く
の
市
民
や
地
域
事
業
者
等
へ
効
果
が
波
及
す
る

よ
う
な
施
策
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。

2
0
1
8
年
度
か
ら
の
３
年
間
は
、
森
づ
く

り
を
見
据
え
、
森
林
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
連
携
し
た
体
制
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
幅
広
く
地
域
の
事
業
者

等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
か
ら
現
状
分
析
を
行
い
、

川
上
側
で
は
森
林
の
集
約
化
と
素
材
生
産
量
の
拡

大
を
進
め
、
川
下
側
で
は
情
報
発
信
、
営
業
や
販

売
促
進
な
ど
の
不
足
し
て
い
る
機
能
を
整
理
し
ま

し
た
。
こ
の
成
果
を
受
け
、
必
要
な
機
能
を
担
う

主
体
と
し
て
、
2
0
2
1
年
に
森
林
分
野
の
地

域
商
社
が
設
立
さ
れ
、
以
降
、
地
域
商
社
は
木
育

や
森
林
イ
ベ
ン
ト
等
の
一
般
市
民
向
け
の
普
及
啓

まちなみと合わせた木質空間づくり

市民を対象とした素材生産ツアー

発
等
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
森
林
の
関
係
人
口

を
増
や
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
並
行
し
て
私
自
身
は
不
勉
強
で
あ
っ
た

製
材
・
木
材
流
通
・
木
材
利
用
に
関
し
て
、
木
材

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
関
す
る
講
座
を
受
講
し
た
こ

と
で
、
知
識
・
経
験
に
加
え
、
全
国
の
様
々
な

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
域
の
森
づ
く
り
を
テ
ー

マ
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
自
主
的
な
研
修
会
を

萩
市
で
も
開
催
し
、
様
々
な
観
点
か
ら
意
見
交
換
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2
0
2
4
年
度
か
ら
は
地
域
商
社
も
加
え
た

関
係
者
に
よ
る
地
域
協
議
会
を
設
立
し
、
萩
市
の

強
み
で
あ
る
観
光
と
森
林
資
源
の
活
用
を
掛
け
合

わ
せ
た
商
品
を
開
発
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
、
企
画
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。
目
下
、
具

体
的
な
商
品
化
の
最
中
で
あ
り
、
旅
行
業
や
飲
食

業
の
関
係
者
と
も
意
見
交
換
し
、
森
と
ま
ち
を
奔

走
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
商
品
生
産
に
必
要
な
森

林
資
源
の
供
給
体
制
の
整
備
や
、
そ
れ
ら
を
長
期

的
な
森
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
手
法
に
つ
い

て
、
地
域
の
特
性
を
加
味
し
て
具
体
化
す
る
予
定

で
す
。

お
わ
り
に

市
町
村
で
は
、
一
般
市
民
に
寄
り
添
い
、
森
林

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
情
報
発
信
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
に
根
差
し
て
森
づ

く
り
を
担
う
責
任
あ
る
立
場
と
し
て
、
自
然
科
学

の
視
点
を
持
ち
、
専
門
的
な
知
識
を
探
求
し
続
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
市
町
村
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
と
し
て
、

ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
両
方
の
感

覚
を
磨
き
、
地
域
に
相
応
し
い
森
づ
く
り
・
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

関係者と連携した事業化の調整新たな商品化に向けた取組

観光（飲食）業向けの地域材製品の試作

次次世世代代ままでで幸幸せせににななるる林林業業

森森林林整整備備 森森林林資資源源利利用用

「「人人とと生生ききるるももりりづづくくりり」」 「「森森とと生生ききるるままちちづづくくりり」」

基本理念

将来像

基本方針・施策

利利益益のの還還元元とと生生産産性性のの向向上上
・団地化による施業の集約化と路網の整備
・事業量の安定確保
・主伐・再造林一貫作業の推進
・適正な経営管理と生産性の向上

魅魅力力ののああるる林林業業のの実実現現
・林業就業者の所得等の改善
・林業就業を見据えた学校・移住者等への
アプローチ

・林業経営体の体制強化と担い手確保・
育成・定着

多多様様なな森森林林機機能能のの発発揮揮
・再造林の促進と団地外の森林の適正な
整備・管理

・公益的機能を高める多様な森林づくり
・治山事業の推進

森森林林のの恵恵みみをを活活かかししたた暮暮ららししのの創創出出
・住宅や建築物等への萩市産材の利用促進
・イベント等を通じた木材利用事例の啓発
・木材を利用するライフスタイルの普及

森森林林にに関関わわるる人人材材のの育育成成
・森づくりから木づかいまで関係者相互の
意見交換の場づくり

・知識・関心を高めるための勉強会の開催
・木育やフィールド活動等を通じた人材育成
・教育現場における体験プログラムの実施

森森林林資資源源のの価価値値のの上上昇昇
・萩市産材の高付加価値化と販路拡大
・競争力のある製品開発・ブランディング
・未利用材・林地残材の活用

を
行
い
、
森
づ
く
り
と
資
源
利
用
の
あ
り
方
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
組
で
得
た
知
見
を
活
か
し
て
、

2
0
2
2
年
度
に
市
が
目
指
す
森
林
の
将
来
像

や
長
期
的
な
取
組
方
針
を
示
す
「
萩
市
森
林
・
林

業
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
に
従
事
し
ま
し
た
。
森
づ

く
り
と
ま
ち
づ
く
り（
資
源
利
用
）の
連
動
を
謳
っ

て
お
り
、
森
林
関
係
者
以
外
に
も
多
く
の
市
民
の

理
解
を
得
て
体
系
的
・
継
続
的
な
事
業
展
開
を
行

う
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

2025.12  VOL.225 林野15



国有林野
事業の
取組

北海道森林管理局

ラ
と
い
っ
た
道
産
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
さ
れ
て

お
り
、
木
の
質
感
と
ぬ
く
も
り
を
存
分
に
感
じ
ら

れ
る
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ル
内
の
一
番
人
気
は
児
童
が
木
の
お
も

ち
ゃ
で
遊
べ
る「
木
育
コ
ー
ナ
ー
」で
、
木
の
ボ
ー

ル
プ
ー
ル
や
家
の
ほ
か
、
ウ
サ
ギ
な
ど
の
動
物
を

あ
し
ら
っ
た
木
の
オ
セ
ロ
や
、
輪
切
り
さ
れ
た
木

材
を
並
べ
て
倒
す「
年
輪
ド
ミ
ノ
」な
ど
、
親
子
連

れ
や
近
隣
の
保
育
園
児
に
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に

木
材
は
加
工
し
や
す
く
親
し
み
や
す
い
素
材
と

し
て
、
住
宅
は
も
ち
ろ
ん
、
家
具
や
玩
具
、
産
業

用
資
材
な
ど
多
く
の
用
途
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
林
野
庁
で

は
、
身
の
回
り
の
物
を
木
に
置
き
換
え
た
り
、
木

を
暮
ら
し
に
取
り
入
れ
た
り
、
建
築
物
を
木
造
・

木
質
化
す
る「
ウ
ッ
ド
・
チ
ェ
ン
ジ
」の
取
組
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
森
林
管
理
局
と
し
て
も
、
多
く
の
方
々

に
木
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
森
林

や
木
材
の
大
切
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

様
々
な
普
及
啓
発
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
そ
の
中
で
も
森
林
管
理
局
庁
舎
の
「
ウ
ッ

デ
ィ
ホ
ー
ル
」
を
活
用
し
た
企
画
展
示
や
森
林
環

境
教
育
な
ど
の
取
組
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

展
示
に
よ
る
普
及
啓
発
・

情
報
発
信

「
ウ
ッ
デ
ィ
ホ
ー
ル
」は
北
海
道
森
林
管
理
局
の

吹
き
抜
け
式
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
す
。

ホ
ー
ル
の
構
造
物
そ
の
も
の
が
木
材
展
示
と
言
え

る
ほ
ど
、
天
井
に
は
エ
ゾ
マ
ツ
や
ハ
リ
ギ
リ
、
柱

に
は
ト
ド
マ
ツ
、
床
に
は
ダ
ケ
カ
ン
バ
や
ミ
ズ
ナ

ウ
ッ
デ
ィ
ホ
ー
ル
で
の
展
示
や
森
林
環
境

教
育
を
通
じ
た
普
及
活
動
に
つ
い
て

「ウッディホール」全景

「木育コーナー」

　北海道森林管理局では、北海道に広がる森林のうち、約55％
（約304万ha）に相当する国有林の管理や保全を行っています。
　管内国有林は、トドマツやエゾマツといった針葉樹、ミズナラ、
イタヤカエデ、カツラなどの広葉樹が混交する森林となっており、
季節ごと、地域ごとに様々な表情を見せてくれます。
　北海道には、多くの国立公園や国定公園がありますが、そのうち
国立公園の約8割、国定公園の約6割を、国有林が占めています。
こうした自然公園の美しい景観や豊かな自然環境、生きものたちが
暮らす生態系を守るために、森林の管理・保全に取り組んでいます。
　この他にも、世界自然遺産である知床をはじめ、原生的な自然
環境が広がる地域、ブナの自生北限・トドマツの自生南限、シマフ
クロウやレブンアツモリソウなど希少な野生生物が生息・生育する
学術的にも価値の高い森林が数多くあり、これらの森林を未来に引
き継いでいけるよう、大切に守り育てています。

北海道札幌市中央区宮の森
３条７丁目70番

所在地

8,342,227ha
うち森林面積	 5,535,870ha
うち国有林野面積	 3,038,833ha

（森林面積に北方領土の面積は含まない。）

区域面積

北海道179市町村のうち150市町村関係市町村

管内概要

北
海
道
森
林
管
理
局　
技
術
普
及
課
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ま
た
、
北
海
道
の
主
要
樹
種
の
木
材
・
球
果
や
、

庁
舎
の
木
材
利
用
状
況
と
炭
素
貯
蔵
量
の
パ
ネ
ル

の
展
示
の
ほ
か
、
プ
ロ
野
球
選
手
が
使
用
し
た
木

製
バ
ッ
ト
や
、
そ
の
材
料
と
な
る
ア
オ
ダ
モ
を占冠村の企画展示　※現在は終了しています

宮の森小学校児童にバットの説明カルチャーナイトでの木のたまごの色塗り体験

テ
ー
マ
に
し
た「
野
球
バ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
」な
ど
の

常
設
展
示
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、「
ウ
ッ
デ
ィ
ホ
ー
ル
企
画
展
」
と
し

て
、
国
有
林
や
市
町
村
等
の
森
林
・
林
業
及
び
木

材
産
業
等
に
関
す
る
取
組
の
紹
介
や
、
写
真
展
、

特
産
品
の
企
画
展
示
も
行
っ
て
お
り
、
地
域
の
情

報
発
信
拠
点
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
展
示
を
通
じ
て
、
令
和
６
年
度
の
来
庁
者
は

延
べ
約
3
千
人
に
の
ぼ
り
、
地
域
の
皆
様
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

森
林
環
境
教
育
の
場
と
し

て
の
活
用

「
ウ
ッ
デ
ィ
ホ
ー
ル
」は
森
林
環
境
教
育
等
を
行

う
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
7
年
度
は
、
５
月
に
札
幌
市
立
宮
の
森

小
学
校
の
施
設
見
学
を
受
け
入
れ
、
２
年
生
約

1
0
0
名
を
迎
え
て
各
コ
ー
ナ
ー
を
紹
介
し
た

ほ
か
、
木
の
太
さ
を
測
る
体
験（
測
樹
体
験
）や
大

型
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
森
林
ク
イ
ズ
に
も
挑
戦
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
児
童
の
皆
さ
ん
か
ら
は

「
も
っ
と
木
の
こ
と
に
つ
い
て
知
り
た
く
な
り
ま

し
た
。」「
木
は
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
て
く
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。」な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
、
森
林
や
木
材
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

７
月
に
は
、「
地
域
の
魅
力
や
価
値
を
体
感

し
、
再
発
見
す
る
こ
と
」
を
目
的
に
、
札
幌
市

内
の
公
共
・
文
化
施
設
、
企
業
施
設
を
一
日
だ

け
特
別
に
夜
間
開
放
す
る
「
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト

2
0
2
5
」
の
会
場
と
し
て
、
ウ
ッ
デ
ィ
ホ
ー
ル

を
開
放
し
ま
し
た
。
当
日
は
親
子
連
れ
を
中
心
に

約
1
7
0
名
が
来
庁
し
、
鉛
筆
製
造
で
発
生
す

る
お
が
く
ず
を
使
っ
た
粘
土「
も
く
ね
ん
さ
ん
」で

の
粘
土
細
工
、「
木
の
た
ま
ご
」や「
木
の
コ
ー
ス

タ
ー
」
へ
の
色
塗
り
、
北
海
道
の
森
林
・
林
業
を

題
材
に
し
た「
北
の
森
カ
ル
タ
」な
ど
を
体
験
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
場
者
か
ら
は
、「
た
ま
ご

も
カ
ル
タ
も
楽
し
か
っ
た
で
す
！　
ま
た
来
年
も

来
ま
す
！
」「
初
め
て（
北
海
道
森
林
管
理
局
に
）

入
っ
た
け
れ
ど
、
ど
こ
を
見
て
も
木
で
い
っ
ぱ
い

で
落
ち
着
き
ま
す
。
別
の
日
に
ま
た
子
ど
も
を
連

れ
て
遊
び
に
来
た
い
と
思
い
ま
し
た
。」な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
、
来
場
者
の
方
々
に
木
材
と
の
ふ
れ

あ
い
を
存
分
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
わ
り
に

建
物
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
は
、
来
場
者
に
第
一
印

象
を
与
え
る「
建
物
の
顔
」と
も
い
え
る
重
要
な
空

間
で
す
。「
ウ
ッ
デ
ィ
ホ
ー
ル
」で
の
展
示
や
活
動

を
通
じ
て
、
北
海
道
森
林
管
理
局
の
業
務
内
容
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
木
材
と
気
軽
に

触
れ
合
っ
て
い
た
だ
く
空
間
と
し
て
提
供
す
る
こ

と
で
、
よ
り
一
層
地
域
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
、
印

象
的
な
場
所
と
し
て
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

庁舎に利用した木材の炭素貯蔵量
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4
Topics

木材利用推進
コンクールの
受賞施設等決定！

　このたび木材利用推進コンクール(主催:木
材利用推進中央協議会)において、100件を超
える応募の中から受賞施設等が決定しました。
　10月28日（火）に木材会館（東京都江東区新
木場）において、表彰式が盛大に行われました。

　地上12階建ての木造ハ
イブリッド構造による都市
型ホテル。環境負荷を抑え
ながら、快適性・機能性・
耐火性を両立し、木構造の
魅力を内外装に生かした、
都心における中高層木造建
築の可能性を示す先導的事
例。

　設計の段階から地元の森林組合と対話を行う
ことで内外装に使用した木材はすべて大阪府産
を使用。内外装には周辺の木立に溶け込むよう
に木ルーバーが張り巡らされており、光と緑が
あふれる開放的な空間が創り出されている。

　小国杉を使い、材長４ｍ以下の小中径製材が互い
にもたれかかるように支え合う「木造レシプロカル
構造」により、斬新な木造無柱空間を実現。自然災
害からの再建の原動力となる木造建築産業のさらな
る活性化及び地域における大工の育成や技術力の向
上を図るためのスペースとしても構想。

優良施設部門

内閣総理大臣賞

　地方都市の市街地に多い低層商業施設に
フィットした一方向ラーメン、燃え代設計

（準耐火構造）による木材現しの空間を創出。
地方の中小製材所で製作可能な構成部材を用
い、木材の調達、部材生産、建設までを地域

内で担うことができ、地方で展開可能な木造のモデルタイプとなることに期待。

NISHIGAWA TERRACE（岡山県）

キャプション by Hyatt 
兜町 東京（東京都）

高槻城公園芸術文化劇場（南館）（大阪府）

エバーフィールド木材加工場（熊本県）

林野庁長官賞

　木造耐火構造の中高層集合住宅。
設計開始1年前から富山県の森林組

合と連携し、木材調達体制を構築。使用された木材の87％を建設地か
ら85km範囲の森林から調達し、加工。オーストリアの木造建築家と
竹中工務店が共同設計し、日本の風土（耐震・耐火・気候）に合った次
代の木造化・木質化に取り組んだ優良な事例。

農林水産大臣賞

パッシブタウン
第５街区（富山県）

©Nacása & Partners
　川上から川下の連携による地域材
調達体制を構築し、構造躯体に県産
材を84%使用。大スパンの張弦梁

や木と鉄のハイブリッドトラス工法を採用し、構造の経済性と施工性
を両立。ヒバ材を多用した温かい内装などにより木の温もりあふれる
快適な学習環境を提供。

文部科学大臣賞

六戸町立義務教育学校
六戸学園（青森県）

　東日本大震災と原発事故による被
害を受けた福島県大熊町に復興や新
産業創出のためのオフィス及び交流

のための複合施設として整備。中央に県産材と鉄骨を組み合わせた大空間
の共用スペースを設け、暮らす人・働く人・町を訪れる人など利用者の垣
根を越えて誰もが自分の居場所と感じられる温かい印象の交流の場を創出。

国土交通大臣賞

CREVAおおくま（福島県）

　兵庫県産スギ・ヒノキを用いた木
造CLTパネル工法のオフィスビル。

太陽光や太陽熱など自然エネルギーを活かすとともに、施工から運用
まで建物の環境負荷を最大限に低減し、完全ZEBを達成した次世代の
モデルとなるCLT建築。 

環境大臣賞

自然循環型CLT＆
ZEBオフィスビル（兵庫県）

令和７年度

令和７年度 木材利用推進コンクール
受賞施設等の概要はこちらをご覧ください。

（https://www.jcatu.jp/commendation/17_list_detail.html）
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みどりの
大使が
行く！

2025
ミス日本

みどりの大使

佐塚 こころ

げ
て
き
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
改
め
て
木
の
繊

細
さ
を
感
じ
ら
れ
た
体
験
で
し
た
。

小
さ
な
気
づ
き
を
大
切
に

今
回
の
発
表
や
体
験
を
通
し
て
、
森
林
を
育
む

と
い
う
こ
と
は
特
別
な
人
だ
け
の
仕
事
で
は
な

く
、
立
場
や
世
代
を
超
え
て
関
わ
り
合
え
る
も
の

だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
高
校
生
た
ち
の
行
動
力

も
、
桜
の
剪
定
で
得
た
繊
細
さ
へ
の
気
づ
き
も
、

す
べ
て
が
未
来
の
森
林
を
支
え
る
一
歩
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
小
さ
な
実
践
と
想
い

が
重
な
り
、
豊
か
な
森
林
の
未
来
が
形
作
ら
れ
て

い
く
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
森
林
の
未

来
を
と
も
に
作
っ
て
い
く
よ
う
な
活
動
が
こ
れ
か

ら
も
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

公益社団法人国土緑化推進機構Webサイト「みどりの大使」
（https://www.green.or.jp/promotion/midorino-taishi/entry-1679.html）

「ミス日本みどりの大使」とは

行
動
力
あ
ふ
れ
る
高
校
生
の

発
表
を
聞
い
て

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！　
第
4
回
森も

林り

づ
く

り
全
国
推
進
会
議
の
司
会
と
し
て
出
席
し
た
際
に

高
校
生
に
よ
る
持
続
可
能
な
未
来
に
向
け
た
ア
ク

シ
ョ
ン
ア
イ
デ
ア
発
表
を
拝
聴
し
ま
し
た
。
高
校

生
の
み
な
さ
ん
が
楽
し
さ
と
好
奇
心
を
持
ち
な
が

ら
、
真
剣
に
森
林
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
て
い
る

姿
に
と
て
も
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
今
回
の
発
表
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
の
は
単
な

る
ア
イ
デ
ア
で
は
な
く
、
実
際
に
自
分
の
足
で
現

場
に
行
き
、
体
を
動
か
し
な
が
ら
実
践
し
た
等
身

大
の
思
い
で
し
た
。

高
校
生
が
描
く
森
林
の
ビ
ジ
ョ
ン

今
回
発
表
し
た
の
は
「
S
D
G
s
Q
U
E
S
T

み
ら
い
甲
子
園
」
の
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
２
チ
ー
ム

で
、
1
チ
ー
ム
は
竹
林
の
整
備
や
竹
の
活
用
の
取

組
に
関
す
る
発
表
で
し
た
。
放
置
竹
林
の
問
題
に

つ
い
て
は
以
前
か
ら
耳
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
高

校
生
が
自
分
た
ち
で
竹
林
に
入
り
、
竹
を
切
り
出

し
た
り
利
用
方
法
を
試
し
た
り
し
て
い
た
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
。
竹
を「
厄
介
も
の
」と
し
て
終
わ
ら

せ
ず
、
き
ち
ん
と
向
き
合
え
ば
地
域
の
資
源
と
し

て
生
か
せ
る
、
と
い
う
前
向
き
な
姿
勢
が
と
て
も

素
敵
だ
と
思
い
ま
し
た
。
若
い
世
代
の
柔
ら
か
い

発
想
が
、
森
林
の
未
来
に
新
し
い
風
を
吹
か
せ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

も
う
1
チ
ー
ム
の
発
表
内
容
は
、
林
業
従
事
者

と
一
般
の
人
を
つ
な
ぐ
取
組
で
し
た
。
林
業
の
世

界
は
専
門
的
で
、
す
ぐ
に
自
分
事
と
し
て
考
え
づ

ら
い
面
が
あ
り
ま
す
が
、「
そ
の
距
離
を
縮
め
た

い
」と
い
う
思
い
か
ら
活
動
し
て
い
る
姿
勢
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。
森
林
を
知
る
人
と
、
普
段
は
森

林
に
関
わ
る
機
会
が
少
な
い
人
が
つ
な
が
る
こ
と

で
、
地
域
の
中
に
新
し
い
交
流
が
生
ま
れ
る
。
そ

の
小
さ
な
つ
な
が
り
が
、
森
林
全
体
を
元
気
に
す

る
き
っ
か
け
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
高
校
生

が
そ
の
橋
渡
し
を
し
て
い
る
と
い
う
事
実
が
、
と

て
も
頼
も
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
、
高
校

生
の
み
な
さ
ん
の
発
表
を
聞
き
、
活
動
の
内
容
は

そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
も
、「
緑
を
守
り
た
い
」「
未
来

に
森
林
を
残
し
て
い
き
た
い
」と
い
う
ま
な
ざ
し
に

は
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

第
8
回
ふ
く
し
ま
植
樹
祭
に

参
加
し
ま
し
た

第
8
回
ふ
く
し
ま
植
樹
祭
で
は
桜
の
木
の
剪
定

を
体
験
し
ま
し
た
。
桜
の
枝
を
ど
こ
で
切
る
か
を

決
め
る
の
は
本
当
に
難
し
く
て
、
少
し
位
置
が
ず

れ
る
だ
け
で
木
に
負
担
が
か
か
っ
た
り
、
見
栄
え

が
悪
く
な
っ
た
り
す
る
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
切
っ
た
部
分
に
は
菌
が
入
ら
な
い
よ
う
に
薬

を
丁
寧
に
塗
り
、
そ
の
作
業
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に

「
木
も
生
き
て
い
る
ん
だ
」と
い
う
実
感
が
こ
み
上
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